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ま
ち
協
総
会
騨銀謎腑一
人
制
に
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事業計画などを承記したまち協総会

括暑対策で夏祭りを 9月 27日に

上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総

会
が
五
月
十
五
日
、
上
内
小
学
校

ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

提
案
さ
れ
た
全
議
案
を
拍
手
で
承

諷
。
事
業
計
画
で
は
夏
祭
り
を
例

年
だ
と
八
月
二
十
二
日
と
す
る
と

こ
ろ
を
暑
さ
対
策
で
九
月
二
十
七

日
と
す
る
案
が
示
さ
れ
、
同
意
。

今
和
七
年
度
の
最
初
の
行
事
は
五

月
二
十
五
日
の

「
こ
ど
も
相
撲
と

ふ
れ
あ

い
広
場
」
。
役
員
の
選
任

で
は
副
会
長
を

一
人
制
に
戻
し
。

昨
年
の
副
会
長
だ

っ
た

一
人
を
広

報
部
会
代
表
と
し
た
。

協
議
会
役
員
氏
名

会

長
　
　
野
田
卓
朗

副
会
長

　

古
賀
和
信

書

記
　
　
森

繁
光

会

計
　
　
境

信
剛

会
計
監
査

鳥
越
隆
典

会
計
監
査
　
黒
田
敏
洋

行
事
計
画
を
決
定

月

4

5 こども相撲としS、れあい広場 (25日 )

6 環境美化の日清掃活動 (I日 )ニュースポーツペタンク (15日 )社協総会 (27日 )

7 日赤献血 (9日 )日 赤募金 (15日 )明 るいまちづくり募金 (15日 )

8 校区一斉清掃活動 (3日 )環境 。健康づくり募金 (12日 )

9 夏祭り (27日 )

10 グラ
ンドゴルフ大会 (19日 )

健康カアップ事業・交通安全事業・環境美化の日清掃活動 (26日 )

II 公民館対抗グランドゴルフ大会 (2日 )SOS模擬訓練 (9日 )赤い羽根募金 (14)日

12 門松作り (14日 ) 歳末助け合い募金 (15日 )

I 防災対策事業 (25日 )

2 上内ウォーキング (15日 )
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消

防

ブ

ス

と

防

奨

ブ

ス

に

分

か

れ

て

上
内
校
区
防
災
学
習
が

一
月
二
十
六
日
、
上
内
小
学
校
体
育
館
と
運
動
場
で
行
わ
れ
た
。
定
員
は

四
十
人
程
度
と
さ
れ
、
参
加
し
た
人
逹
は
二
班
に
分
か
れ
実
習
や
体
験
に
よ
り
、
ま
た
講
話
を
聞
き
、

学
ん
だ
。

こ
の
学
習
は
上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
、
大
牟
田
市
吉
野
地
区
公
民
館
、
同
市
防
災
危
機

管
理
室
、
同
市
消
防
本
部
が
協
力
。
こ
れ
ま
で
図
上
訓
練
、
避
難
訓
練
、
ワ
ー
ク
、
総
合
訓
練
が
行
わ

れ
、
二
年
間
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
、
そ
し
て
図
上
訓
練
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
ま
ち
協
の
野
田
卓
朗
会
長
が

「能
登
半
島
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
ど
こ

で
災
害
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
消
防
ブ
ー
ス
で
は
耐
肺
蘇
生
法
実
習
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
習
、
消
火
器
体
験
が
あ
り
、
防
災

ブ
ー
ス
で
は
避
難
所
設
営
体
験
、
防
災
講
話
が
行
わ
れ
た
。

一
．
．一

．■

消火器体験をする参加者

AEDの使い方を学しSミ参加者

― q

避難所設営体験をする参加者

」
　

　

・卜

水洗 fヒ促進キャンベーン～合併処理浄1ヒ槽への切り替えPR

「水
洗
化
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（今
和
八
年
度
ま
で
）
を
実
施
中

の
大
牟
田
市
は
支
援
制
度
が
充
実

し
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替

え
の
検
討
を
依
頼
し
て
い
る
。
公

共
下
水
道
全
体
計
画
区
域
の
見
直

し

（縮
小
）
対
象
校
区
へ
の
補
助

金
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会

（上

内
校
区
は
対
象
外
）
な
ど
を
準
備

し
て
い
る
。

補
助
金
額
は
五
人
槽

（建
物
の

延
べ
床
面
積
が
百
三
十
２ｍ
以
下
）

が
最
大
百
二
十
二
万
円
、
七
人
槽

（同
百
三
十
３ｍ
超
）
百
四
十
二
万

五
千
円
、
十
人
槽

（
二
世
帯
住
宅

で
合
所

・
風
呂
が
各

ニ
カ
所
以

上
）
百
七
十
六
万
円
。
標
準
工
事

額
の
十
割
ま
で
増
額
。
補
助
に
は

諸
妥
件
が
あ
る
。
奨
励
金
二
万
円
。

詳
し
く
は
大
牟
田
市
役
所
環
境

部
環
境
業
務
課
浄
化
槽
担
当

（電

０
９
４
４

（
４
Ｉ
）
２
７
２
０

番
）今
和
９
年
四
月
か
ら
し
尿
処
理

手
数
料
の
改
訂
を
発
表
。　
一
般
世

帯
等
は
変
更
前
は
九
十

一
円
が
百

十
五
円
に
、
事
業
所
等
は
百
二
十

五
円
に
変
更
な
し
。
い
ず
れ
も
十

脳
に
つ
き

（十
腸
に
満
た
な
い
場

合
は
十
腸
で
算
定
す
る
）
。



上
肉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
７０
人
が
参
加

新
六
牟
田
訊
産
業
団
地
区
計
画
見
直
す

大
牟
田
市
は
新
大
牟
田
駅
産
業
団
地
の
賑
わ
い
交
流

用
地
に
大
型
店
が
進
出
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。
　

同

回
地
は
約
八
万

一
千
四
百
方
財
あ
り
、
産
業
用
地
に
ニ

社
の
進
出
が
決
ま
り
、
約
二
千
五
百
平
方
所
に
は
市
営

駐
車
場
が
建
設
さ
れ
た
。
賑
わ
い
交
流
用
地
は
三
区
画

あ
り
、
面
積
が
最
も
広
い
約

一
万
五
千
平
方
所
に
大
型

店
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
が
誘
致
で
き
る
よ
う
に
地
区
計
画

を
見
直
し
、
変
更
の
手
続
き
を
進
め
る
。

今
後
は
六
月
に
地
区
計
画
案
の
作
成
、
十
月
に
市
都

市
計
画
に
付
議
、
来
年

一
月
に
都
市
計
画
変
更
告
示
、

翌
二
月
に
賑
わ
い
交
流
用
地
公
募
受
付
。

健 康 増 加 と 維 持

】

”
ｔ

ｒ

大
牟
田
市
上
内
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
今
和
六
年

度

体

育

事

業

で

「
上

内

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
が
二
月
十

六
日
に
上
内
校
区
内
で
実
施

さ
れ
た
。
校
区
民
に
体
育
部

会
員
も
含
め
て
約
七
十
人
ほ

ど
が
参
加
。
歩
き
を
楽
し
み
、

交
流
を
深
め
た
。

同
校
区
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は

一
昨
年
か
ら
始
ま
り
、
今

―
‐

年
で
三
回
目
。
校
区
民
の
健

康
増
進
と
維
持
が
目
的
。
参

加
者
た
ち
は
上
内
小
学
校
に

集
合
し
、
そ
こ
か
ら
岡
天
満

宮
前
を
通
り
、
新
大
牟
田
駅

で
休
憩
、
広
瀬
公
民
館
、
屋

山
公
民
館
な
ど
を
経
由
し
て

上
内
小

に
戻

る
約

五
計

の

コ
ー
ス
を
和
気
あ
い
あ
い
と

歩
い
た
。

こ
の
日
は
保
護
者
同
伴

の
小
学
生
の
姿
も
あ
っ
た
。

「楽
し
か
っ
た
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
た
。
閉
会
式

が
コ
ミ
セ
ン
前
で
あ
り
、

参
加
賞
が
配
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
に
も
手

さ
れ
た
。

ド

ク

，

Ｉ

ヘ

リ

ラ
ン
デ
プ
ー
ポ
イ
ン
ト

四
箇
ふ
れ
あ
い
広
場
に

大
牟
田
市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
指

導
係
は
四
箇
新
町
ふ
れ
あ
い
公
園
を
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発
場
と
し
て
利
用
す

る
と
し
て
、
地
元
民
の
理
解
と
協
力
を

求
め
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
医
師
を

一
日
散
に

救
急
現
場

に
連
れ
て
行
く

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
の
こ
と
で
、
筑
後
地
区
で
は
久
留

米
大
学
病
院
が
管
理

・
運
航
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
利
用

す
る
た
め
に
は
救
急
車
と
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
合
流
す
る
場
所

（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
）
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く

Ｘ
要
が
あ
る
。

御
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た

【香
典
返
し
】

中
尾
公
民
館
　
五
月

猿
渡
優
子
様

（故
）
猿
渡
清
昭
様

曽
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ

い
た
善

意
は
、
広
く
上
内
校
区
の
社
会
福
祉

事
業
に
焼
く
あ
だ
た
せ
て
い
き
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
上
内
校
区

社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
御
寄
付

。
御

協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し

ま
す
。
な
お
、
御
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

御
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
と
お
伺

い
し

ま
す
。
問

い
合
わ
せ
先

社
協
会
長
　
古
賀
　
和
信

電
話
　
五
人
十
二
七
五

一

●
・
―
多くの参加があった

上内ウォーキング

新大牟田駅前で休憩タイム
新大牟田駅に向かう参加者たち

新大牟田駅産業団地

ドクターヘリ



上
由
小
学
横

上
内
小
学
校
で
二
月
十
五
日
に
今
和
六
年
度
第
百
十
六
回
卒

業
証
書
授
与
式
、
四
月
十
日
に
今
和
七
年
度
入
学
式
が
開
か
れ

た
。
五
人

（男
子
四
人
、
女
子

一
人
）
が
卒
業
し
、
七
人

（
男

子
二
人
、
女
子
二
人
）
が
入
学
し
た
。

卒
業
式
で
は
馬
籠
秀
典
校
長
が
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
を
手
渡
し
、
式
辞
を
述
べ
た
。
来
賓
祝
辞
、
卒
業
記
念
品
・

祝
電
披
露
に
続
き
、
卒
業
生
た
ち
が

一
人
ず

つ
別
れ
の
言
葉
最

後
に
保
護
者
代
表
が
恩
師
に
感
謝
す
る
言
葉
な
ど
を
述
べ
た
。

大
学
式
で
は
高
倉
洋
美
校
長
の
式
辞
、
新

一
年
生
担
任
の
紹
介
、

新

一
年
生
氏
名
発
表
、
来
賓
の
お
祝
い
の
言
葉
、
入
学
祝
品

・

祝
詞
紹
介
、
六
年
生
が
学
校
紹
介
を
行
っ
た
。

Fど

上内小学習発表会

卒業証書授与 見送られる卒業生

並彰Sミ新 1年生

4゙1デ f

学
習
成
果
を
発
表

図
工
作
品
も
展
示

上
内
小
学
校
の
学
習
発
表
会
が
二
月
八
日

（図
エ

展
は
二
月
七
日
も
）
開
か
れ
、
地
域
の
人
た
ち
が
児
童

た
ち
の
発
表
に
見
入
っ
た
。

学
習
発
表
は
各
学
年
で
の
発
表
と
合
唱
や
合
奏
。
全

校
合
唱

「ふ
る
さ
と
」
の
あ
と
、
六
年
生
の
二
人
が
児

童
代
表
の
お
礼
を
述
べ
た
。
図
工
展
は
体
育
館
後
方
に

二
作
、
描
画
、
版
画
が
飾
ら
れ
た

上内小学習発表会図工展

地
域
の
人
を
招
き

上
肉
小
給
食
試
食
会

上
内
小
学
校
は

一
月
二
十
日

地
域
の
人
た
ち
な
ど
を
招

い
て

同
小
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
給
食

試
食
会
を
開
い
た
。
児
童
た
ち

と

一
緒
に
く
じ
ら
の
竜
田
揚
げ

や
野
菜
の
お
か
か
炒
め
、
お
ら

く
も
汁
、
御
飯
、
福
岡
県
産
牛

乳
を
食
べ
て
、
飲
ん
で
楽
し
い

時
を
過
ご
し
た
。

給
食
試
食
会
は
馬
籠
秀
典
校

長
が
あ
い
さ

つ
、
六
年
生
代
表

が
い
た
だ
き
ま
す
と
述
べ
、
食

事
開
始
。
児
童
の
お
礼
の
言
葉

に
続
き
、
上
内
校
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
野
田
卓
朗
会
長
が

「
お

い
し
く

い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
感
想
を
表
し
た
。
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上内小給食試食会


